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●壬生町のバランスシート

●ストップ！地球温暖化

●児童養育家庭への助成制度の案内

●すこやか子育て支援制度の案内

●農業委員会だより
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　春の恒例行事″しののめ花まつり″が、

３月26日から４月10日まで、東雲公園で

開催され、大勢の家族連れで大変盛り上が

りを見せました。（関連記事２～３頁）
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勁波盛況ニ

家族連ね

ｽﾉー

壬生中一吹奏楽部のみなさん

華麗な舞を披露・日舞

　
壬
生
町
観
光
協
会
主
催
の
「
し
の
の
め
花
ま
つ
リ
」
が
、

月
1
0
日
ま
で
、
東
雲
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町外からも参加　赤津小学校の創作ダンス

３
月
2
6
日
か
ら
４
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特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
今
年
も
幼
稚
園
や
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
元
気
い
っ

ぱ
い
の
演
技
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
壬
生
中
、
南
犬
飼
中
の
吹
奏

楽
部
の
演
奏
や
、
町
文
化
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
日
舞
や
居
謡
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
キ
ャ
ー
フ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
ビ
ン
ゴ
大
会
や
カ
ー
フ
オ

ケ
大
会
等
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
会
場
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。
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今
年
は
、
開
花
が
例
年
に
比
べ
遅
れ
ま
し
た
が
、
期
間
中
、
ほ
ぽ
お
天
気
に

恵
ま
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

美しい歌声を披露・民謡

X ぶ ゛

軽快なステップで「生き生き元気体操」
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先人達jにy思いぅを

t

はせて1

ｴ

6歳の壬生侍を語る
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史探訪nびヂー
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　３月27日、壬生中央公民館大ホールにおいて、今から約

140年前、16歳の若さで幕府軍艦「成臨丸」に乗り、勝海舟、

福沢諭吉、ジョン万次郎らとともに太平洋を渡った壬生藩

士、斎藤留蔵を題材とした、『ＮＨＫ歴史探訪セミナー「成

臨丸を読み解け～16歳の壬生侍が見た世界～」』が開催され、

町内外から約600人が観覧しました。

　セミナーは２部構成で行われ、第１部では、斎藤留蔵が

残した成臨丸での航海日記「亜行新書」を元にした朗読劇

が演じられました。第２部では、「斎藤留蔵を生んだ町、壬

生町」と題した歴史探訪トークが行われ、出演した初代蘭

学通り街づくり実行委員長の石川一郎氏は、この中で、名

称「蘭学通り」の命名や、まちづくり実行委員会設立の経

緯について触れ、「偉大な先人遠の功績を伝えていくのも商

店街の使命でもあります｡」と、先人への思いを話されまし

た。また、壬生町の人物発掘に努めている町歴史民俗資料

館職員中野正人は、「今後も町の歴史、人物にこだわってい

きたい」と、抱負を語りました。

゜般嘸喘z衣嚢

　　　‾｀自曹政敵巻を:披露
　　　　　　‥心
　花まつり最終日の４月10日には、一般カラオケ決勝

大会が開催されました。町内外からたくさんの方が出

場され、予選会を勝ち抜いた７名が自慢のノドを披露

ﾁﾞ::ぎ

されました．審査の結果、優勝に大橋紀美枝さん（壬　…………………………

生町）、準優勝に増田清さん（小山市）が選ばれまし　］.=で………=･．

た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ…………に==j………=J･.kご･.:･1

３

第２部　歴史探訪卜

優勝された大場さん（写真中央）

　
３
月
2
9
日
、
花
ま
つ
り
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
子
ど
も
カ
ラ
オ
ケ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
７
組
９
名
が
出
場
し
ノ
冗
気

な
歌
声
に
、
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
優
勝
に
大
場
美
咲
さ
ん
（
壬
生
町
）
、
準
優
勝
に
板
橋

な
ほ
り
さ
ん
（
小
山
市
）
　
・
木
村
ひ
な
の
さ
ん
（
壬
生
町
）
ペ

ア
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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平成15年度末バランスシート

　　ーもうひとつの家計簿-

404億円

494億円
90億円

町の正味資産
資産総額
負債総額

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
内
容

　
　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
は
、
一

般
的
に
、
企
業
会
計
の
決
算
の
中
で
ま
と
め
ら
れ
、

企
業
の
財
務
状
況
を
あ
ら
わ
す
表
で
す
が
、
こ
れ

に
壬
生
町
の
状
況
を
当
て
は
め
て
作
成
し
ま
し
た
。

　
壬
生
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
平
成
1
5
年
度

決
算
を
も
と
に
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
で
は
、
そ

の
活
動
目
的
、
資
産
の
と
ら
え
方
等
が
大
き
く
異

な
る
こ
と
か
ら
、
民
間
企
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

と
は
単
純
に
比
較
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　「町の資産はどのくらいあるの？」「ｲ昔入金はどの程度

あるの？」「町の経営状況は？」このような疑問に答え

る資料として、町ではバランスシートを作成しました。

　今までの単年度ごとの決算書では、主に１年間の歳入

と歳出の状況についてお知らせしてきましたが、過去か

らの積み重ねによる町の財産等はどのくらいになるか、

そのために借り入れた金額の割合はどれくらいになった

かというようなことについては、示すことが出来ません

でした。

　今回、バランスシートを公表することにより、町民の

方々が町の財政についてより理解を深めていただければ

と思います。

対
象
会
計
範
囲

普
通
会
計
を
対
象
と
し
ま
す
。

　
基
準
日

　
会
計
年
度
の
最
終
日
と
な
る
、
平
成
1
6
年
３
月

3
1
日
で
す
。

　
作
成
に
用
い
た
数
値

　
総
務
省
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
決
算
に
係
る
指

定
統
計
調
査
で
あ
る
「
地
方
財
政
状
況
調
査
」
の

昭
和
4
4
年
以
降
の
数
値
を
基
本
デ
ー
タ
と
し
て
作

成
（
昭
和
4
3
年
以
前
の
数
値
は
計
上
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
）

壬
生
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
平
成
1
5
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
1
6
年
３
月
3
1
日
現
在
）

借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方

　　　　　　　　　　　［資産の鄙］１．有形固定資産

　　（１）総務費　　　　　　　　　　743,211

　　（2）民生費　　　　　　　　　1，060,237
　　　　　　　　　　　　　　一
　　（３）衛生費　　　　　　　　　4,638,573

　　（4）労働費　　　　　　　　　　　17,150

　　（5）農林水産業費　　　　　　　　803,166

　　（6）商工費　　　　　　　　　1，408,192

　　（7）土木費　　　　　　　　　20,547,930

　　（8）消防費　　　　　　　　　　249,360

　　（9）教育費　　　　　　　　　13,707,417

　　（10）その他　　　　　　　　　　28,725

　　　　　　計　　　　　　　　43,203,961

　　　　（　うち土地　　　　　　13,311，244）

　有形固定資産合計　　　　　　　　　　　　　43,203,961　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
2.投資等

　　（１）投資及び出資金　　　　　　　475,515

　　（2）貸付金　　　　　　　　　　101，040

　　（3）基金

　　　①特定目的基金　2,118.438

　　　②土地開発基金　　446,780

　　　③定額運用基金　　　　０

　　　　基金計　　　　　　JJ担ＪＬ

　　（４）退職手当組合積立金　　　　　517,726

　　投資等合計　　　　　　　　　　　　　　　　3,659,499

3.流動資産

　（１）現金・預金

　　①財政調整基金　　901，964

　　②減債基金　　　415,704

　　③歳計現金　　　495,888

　　　　現金・預金計　　　　　　1，813,556

　（2）未収余

　　①地方税　　　　697,591

　　②その他　　　　　80,4o2

　　　　未収金計　　　　　　　　　777,993

　流動資産合計　　　　　　　　　　　　　　＿j2趾jliｌ

　資産合計　　　　　　　　　　　　49,455,009
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

　　　　　　　　　　　　　　［負債の部］
１．固定負債

　　（１）地方債　　　　　　　　　6,282,439

　　（2）債務負担行為

　　　①物件の購入等　　　　０

　　　②債務保証又は損失補償

　　　　　　　　　　　　　　　　　０

　　　　　債務負担行為計　　　　　　　　　０

　　（３）退職給与引当金　　　　　　1.423,134

　　（4）その他　　　　　　　　　　　　０

　　固定負債合計　　　　　　　　　　　　　　　7,705,573

2.流動負債

　　（１）翌年度債還予定額　　　　　1，328,334

　　（2）翌年度繰上充用金　　　　　　　　０

　　流動負債合計　　　　　　　　　　　　　　　1，328,334

　　負債合計　　　　　　　　　　　　　9,033,907

　　　　　　　　　　　　　［正味資産の部］

１．国庫支出金　　　　　　　　　4,394,576

2.都道府県支出金　　　　　　　1，110,879

3.一般財源等　　　　　　　　　34,915,647

　　正味資産合計　　　　　　　　　　　　　　40,421，102

　　負債・正味資産合計　　　　　　　　　　　　49,455,009
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

　　Ｏ千円

　　Ｏ千円
2,452千円

①物件の購入に係るもの
②債務保証又は損失補償に係るもの
③利子補給等に係るもの

※債務負担行為に関する情報

４



　
【
資
産
に
つ
い
て
】

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
左
側
「
借
方
」
に
計
上

さ
れ
る
も
の
が
資
産
で
す
。
こ
れ
に
は
、
学
校
、

道
路
、
公
園
、
ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
資
産
の

他
、
投
資
・
出
資
金
、
基
金
な
ど
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
有
形
固
定
資
産

　
道
路
、
学
校
、
ご
み
処
理
施
設
な
ど
長
期
間

に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
資
産
で
あ

り
、
取
得
原
価
主
義
に
よ
り
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
以
外
に
つ
い
て
は
、
定
額
法
に

よ
り
減
価
償
却
し
て
い
ま
す
。

　
投
資
等

　
公
益
法
人
等
へ
の
出
資
金
、
貸
付
金
残
高
、

地
域
福
祉
基
金
等
の
特
定
目
的
基
金
及
び
土
地

開
発
基
金
の
現
在
高
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
流
動
資
産

　
年
度
間
の
財
政
調
整
の
た
め
の
財
政
調
整
基

金
、
町
償
の
償
還
に
充
て
る
減
債
基
金
、
歳
計

現
金
（
当
該
年
度
未
の
歳
計
剰
余
金
）
、
町
税

未
収
金
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
【
負
債
に
つ
い
て
】

　
負
債
は
、
将
来
に
お
い
て
支
払
い
や
返
済
の

必
要
が
あ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
固
定
負
債

　
町
の
借
入
金
で
あ
る
町
償
現
在
高
（
翌
年
度

元
金
償
還
額
を
除
く
）
、
退
職
給
与
引
当
金

（
町
職
員
の
全
員
が
平
成
1
5
年
度
末
に
普
通
退

職
し
た
場
合
に
必
要
に
な
る
退
職
手
当
の
総
額

を
推
計
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
流
動
負
債

　
翌
年
度
の
町
債
元
金
償
還
予
定
額
を
計
上
し

-

て
い
ま
す
。

　
【
正
味
資
産
に
つ
い
て
】

　
営
利
活
動
を
目
的
と
し
な
い
公
共
団
体
に
は
、

民
間
企
業
の
「
資
本
」
に
当
た
る
概
念
は
な
い

の
で
［
正
味
資
産
］
と
い
う
名
称
を
用
い
て
お

り
、
『
資
産
の
部
』
か
ら
『
負
債
の
部
』
を
差

し
引
い
た
も
の
で
、
将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い

資
金
分
か
記
載
さ
れ
ま
す
。

言
国
県
支
出
金

　
有
形
固
定
資
産
の
形
成
に
充
て
ら
れ
た
国
県

支
出
金
の
累
計
額
（
土
地
以
外
の
有
形
固
定
資

産
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
産
の
減
価
償
却
に
併

せ
て
償
却
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

言
一
般
財
源

　
資
産
と
負
債
の
差
で
あ
る
正
味
資
産
か
ら
国
・

県
支
出
金
を
差
し
引
い
た
額
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

(稲葉小学校)

住
民
一
人
当
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
平
成
１
５
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
1
6
年
３
月
3
1
日
現
在
）

(単位：円)

借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方

　　　　　　　　　　　　［資産の部］１．有形固定資産

　（１）総務費　　　　　　　　　　　18,668

　　　　　　　　　　　　　　　-　（2）民生費　　　　　　　　　　26,632

　（3）衛生費　　　　　　　　　　116,515

　（4）労働費　　　　　　　　　　　　431

　（5）農林水産業費　　　　　　　　20,174

　（6）商工費　　　　　　　　　　35,372

　（7）土木費　　　　　　　　　　516.137

　（8）消防費　　　　　　　　　　　6,264

　（9）教育費　　　　　　　　　　344,312

　（10）その他　　　　　　　　　　　　722

　　　　　　　計　　　　　　　　1，085,227

　　　　　（　うち土地　　　　　　　334.361）

　有形固定資産合計　　　　　　　　　　　　　1，085,227

2.投資等

　（１）投資及び出資金　　　　　　　11，944

　（2）貸付金　　　　　　　　　　　2,538

　（3）基金

　　　①特定目的基金　　53,212

　　　②土地開発基金_＿J_し荏Ｌ

　　　③定額運用基金　　　　Ｏ

　　　　基金計　　　　　　　　64,435

　（4）退職手当組合積立金　　　　　　13,005

　投資等合計　　　　　　　　　　　　　　　　　91，922

3.流動資産

　（１）現金・預金

　　　①財政調整基金　　22,656

　　　②減債基金　　＿＿ＪｊＪ!き翌＿

　　　③歳計現金　　　　12,456

　　　　現金・預金計　　　　　　　　45,554

　（2）未収金

　　　①地方税　　　　　17,523

　　　②その他　　　　　2,020

　　　　未収金計　　　　　　　　　19,542

　流動資産合計　　　　　　　　　　　　　　　　65,096

　資産合計　　　　　　　　　　　　　1，242,245
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

　　　　　　　　　　　　　　［負債の鄙］
１．固定負債

　　（１）地方債　　　　　　　　　　157,807

　　（2）債務負担行為

　　　①物件の購入等　　　　０

　　　②債務保証又は損央補償

　　　　　　　　　　　　　　　　０

　　　　　債務負担行為計　　　　　　　　　０

　　（３）退職給与引当金　　　　　　　35,747

　　（4）その他　　　　　　　　　　　　０

　　固定負債合計　　　　　　　　　　　　　　　　193,554

2.流動負債

　　（１）翌年度償還予定額　　　　＿＿_＿Ｊｋ旦Ｌ

　　（２）翌年度繰上充用金　　　　　　　　０

　　流動負債合計　　　　　　　　　　　　　　　　33,366

　　負債合計　　　　　　　　　　　　　226,920

　　　　　　　　　　　　　［正味資産の部］

１．国庫支出金　　　　　　　　　　110,386

2.都道府県支出金　　　　　　＿＿＿Ｊゐ丿剋_

３．一般財源等　　　　　　　　　　877,035

　　正味資産合計　　　　　　　　　　　　　　　1，015.325

　　負債・正味資産合計　　　　　　　　　　　　1，242,245
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

一　皿(訟艶諧温浴尹)
①物件の購入に係るもの
②債務保証又は損失補償に係るもの
③利子補給等に係るもの

※債務負担行為に関する情報

５
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バつンスシート方６わ方ること，

（
２
）
「
負
債
の
鄙
」
の
状
況

　
負
債
の
部
で
は
、
町
債
（
借
入
金
）

の
償
還
が
固
定
負
債
、
流
動
負
債
を

合
わ
せ
て
約
7
6
他
円
で
負
債
全
体
の

8
4
％
、
退
職
給
与
引
当
金
が
約
Ｈ
債

円
で
約
1
6
％
の
割
合
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

（
１
）
［
資
産
の
部
］
の
状
況

　
資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資
産

（
建
物
、
土
地
等
）
　
が
終
４
３
２
億

円
で
資
産
全
体
の
約
8
7
％
を
占
め
、

残
り
が
基
金
（
積
立
金
）
、
貸
付
金
、

未
収
金
な
ど
で
約
6
3
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
有
形
固
定
資
産
を
行
政
目
的
別
に

見
る
と
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
土
木

費
が
約
２
０
５
億
円
（
4
8
％
）
と
最

も
多
く
、
次
に
小
中
学
校
や
公
民
館
、

図
書
館
な
ど
の
建
設
事
業
費
を
含
む

教
育
費
が
約
１
３
７
億
円
（
3
2
％
）
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
や
最
終
処
分
場

建
設
な
ど
を
含
む
衛
生
費
が
約
祁
億

円
（
Ｈ
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
1
6
年
３
月
3
1
目
現
在
で
、
壬

生
町
の
総
資
産
は
合
計
で
約
４
９
４

億
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
負
債

は
全
体
で
約
9
0
億
円
、
そ
の
差
で
あ

る
正
味
資
産
は
約
４
０
４
億
円
で
す
。

コミュニティ消防センター

　　(第１分団第３部)

（
３
）
［
正
味
資
産
の
部
］
の
状
況

　
正
味
資
産
の
部
で
は
、
壬
生
町
が

保
有
し
て
い
る
資
産
の
う
ち
、
町
民

の
皆
様
か
ら
の
税
金
等
に
よ
り
形
成

さ
れ
た
一
般
財
源
等
は
、
約
３
５
０

億
円
で
正
味
資
産
の
約
8
6
％
に
あ
た

り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
有
資
産
の
う
ち
国
・
県

支
出
金
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
金
額
は
、

約
5
5
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

バつンスシートを活用した,財務分断

①社会資本形成の世代間負担比率

　社会資本形成の結果を表す有形固定資産のうち、

正味資産によって形成されている比率です。正味

資産は、主に今までの世代の負担によって形成

された社会資本の額を指しています。他方、負債

は将来の世代の負担によって形成された社会資本

の額を指します。したがって、その依存割合が世

代間負担の指標となります。

　正味資産合計　　　40,421百万円

　　　　　　　　　■●有形固定資産合計　　43,204百万円

一

一 93.6％

にれまでの世代による社会資本形成の比率、高い程よい）

　　負債合計　　　　9,034百万円

　　　　　　　　　●●-有形固定資産合計　　43,204百万円

一

一 20.9％

(後世代による社会資本形成の比率､低い程後世代の負担が少ない)

砲

台

ミ

②予算額対資産比率

　歳入総額に対する資産の比率で、資産形成のた

めに何年分の歳入が充当されたかを示すものです。

資産合計
-
歳入合計

49,455百万円

一

10,502百万円

一

一 4.71年分

③正味資産比率

　企業会計で使用される自己資本比率に相当し、

この比率は保有する総資産のうち返済義務を負わ

ない部分がどの程度あるのかということを示す指

標です。

　正味資産合計

負債・正味資産合計

40,421百万円

-

49,455百万円

＝81.7％

６



今すぐできます、身近な省エネで

倚所y旅ぐ司郎聊y……1?1
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トップ！地球温暖化

………愉側……iiilii;;i;ii:j;iilli!iii;iil

　地球温暖化の原因となっている二酸化炭素（ＣＯ２）

やメタンなどの温室効果ガス。それは、私たちが豊かで

快適な生活を求めてきた結果、大量に排出されてきたも

のです。このまま地球温暖化が進むと、海面の上昇、異

常気象の多発、動植物の絶滅など、自然環境への悪影響

が予想されます。地球温暖化を少しでも防ぐために、私

たち一人ひとりが、身近な省エネから始めませんか。

　エアコン

・エアコンは設定温度のこまめな調節を。冷房は

　28°C、暖房は20℃が適温です。

………'､･｀0蜃房温度を1°C低＜、冷房温度を1 °C高＜する

　と１年間で約31kgのＣＯ､の削減になります。

　テレビ

・見ていないテレビはこまめに消し、長時間見な

　いときは主電源も切りましょう。

ルテレビを見る時間を１日１時間減らすと、１年

　間で約13kgのＣＯ､の削減になります。

　冷蔵庫

・開閉は少な＜早＜、食品は詰め込みすぎないよ

　うに。熱いものは冷ましてから入れましょう。

　また、季節にあわせて車内の温度を調整しましょ

　う。

言､､車内の設定温度を『強』から『中』にすると１

　年間で約26kgのＣＯ２の削減になります。

　隨　呂

・温め直さなくてすむよう、お風呂は家族で続け

　て入りましょう。シャワーは流しっぱなしにし

　ないようしましょう。

　シャワーの利用を３人家族全員が１日１分短＜

　すると、１年間で約65kgのＣＯ､の削減になり

　ます。

　洪E　濯

・洗濯にはお風呂の残り湯を利用しましよう。

コ残り湯を洗濯に利用すると１年間で約冒kgの

　ＣＯ２の削減になります。

　昭　明

・必要のない明かりはこまめに消しましよう。照

　明は、白熱灯の３分の１の消費電力ですむ蛍光

　灯を使用すると経済的です。

※C02量は、環境省発表の数値等による。

　　…………………………こ酸ｲ･t;炭素，メタンなどの温室効果ガスの排出を抑制するためl,=,1=｡｡｡｡｡町1ま，

…………………ﾌﾟﾌ｡ヽ｡一･･･‘『･壬生町役場環境保全率先実行計画』を策定しました。これは，平成･2.1=一一1.=｡=j=･,･=,,,｡,｡,｡,:……………………………

７

年度までの５年計画で平成15年度の町の事務・事業における温室効果が

スの総排出量（794,364kg －C O,）を基準として5.1％の削減を目指す

ものです。町が行なうすべての業務で，次のような取り組みを行ないま

す。
………7愉1…………………　①電力、燃料などの使用量を削減します。

……………谷………万万万万②公用車や事務機器は環境に配慮した適正な使用を心がけます｡

…………………､…………ぐづj･=………………

　　③資源の有効活用を進め、廃棄物の削減を行ないますty……………几………ﾌ………万………………………

町民生部保輝輝環境公害係　昔02!S2-81 -1834　FAX 021S2-8?-82卵
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児童養育家庭への

助成制度のご案晦･

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
養
育
家
庭
へ
の
支
援

、
児
童
手
当
、
遺
児
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

あ
り
ま
す
。

す
る
方
は
、
町
民
生
部
福
祉
課
で
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
。

て
く
だ
さ
い
。

は
、
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
ま
で
）

　
　
　
児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
、
小
学
校
第
三
学
年
修

了
ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
の
限
度
額
表
の
よ
う
に

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

児
童
手
当
の
限
度
額
欄
を
、
そ
の
他
の

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
特
例

給
付
の
限
度
額
欄
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　　　　平成17年度

児童手当所得制限限度額表

　
な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

る
方
の
平
成
1
6
年
分
の
所
得
税
法
上
の

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
所
得
額
は
、
平
成
1
6
年
分
の

所
得
顔
か
ら
一
律
に
８
万
円
を
控
除
し

た
額
に
な
り
ま
す
。

　
手
当
月
額

　
第
１
子
　
　
　
　
　
　
５
。
０
０
０
円

　
第
２
子
　
　
　
　
　
　
５
。
０
０
０
円

　
第
３
子
以
降
　
　
　
１
０
。
０
０
０
円

　
支
給
月

　
６
月
、
1
0
月
、
２
月

等扶
の養
人家
数族

　児童手当

(国民年金加入者)

　　　4寺例給付

(厚生年金等ｶ[l入者)

所得額（円） 所得額（円）

O人 3,010,000 4,600,000

１人 3,390,000 4,980,000

2人 3,770,000 5,360,000

3人 4,150,000 5,740,000

4人 4,530,000 6,120,000

5人 4,910,000 6,500,000

　
　
　
遺
児
手
当

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
親
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
修

了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
課
せ

ら
れ
な
い
場
合
だ
け
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

頑
貿
。
手
当
月
額

　
児
童
１
人
あ
た
り
　
　
３
。
０
０
０
円

三
…
…
〃
・
支
給
月

６
月
、
９
月
、

1
2
月
、
３
月

　
　
　
児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は
1
8
識
到
達

の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
所
得
に
よ
っ
て
、
一
部
支
給
停
止
、

ま
た
は
全
額
支
給
停
止
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
。
手
当
月
額
（
全
額
支
給
）

　
児
童
土
人
　
　
　
　
４
土
。
８
８
０
円

　
児
童
２
人
　
　
　
　
４
６
。
８
８
０
円

　
児
童
３
人
以
降
　
３
。
０
０
０
円
加
算

・
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
1
2
月

-

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
障
害
、

知
的
障
害
ま
た
は
身
体
障
害
（
―
級
・

２
級
）
の
あ
る
児
童
（
2
0
歳
未
満
）
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
手
当
月
額
（
一
人
あ
た
り
）

　
Ｉ
級
該
当
　
　
　
　
５
０
。
９
０
０
円

　
２
級
該
当
　
　
　
　
３
３
。
９
０
０
円

　
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
Ｈ
月

　
　
　
翁
’
之
…
…
ぃ
・
、
ヽ
一
問
森
せ
先

　
　
　
。
ど
呂
回
゛
゛
゛
｀
姪
一
頃
汐
聊
ぷ
言
言
…
…
…
…

　
各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
児

　
童
、
所
得
制
限
な
ど
、
詳
し
く
は
、

　
町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
昔

　
８
１
－
１
８
３
１
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

ｌ
ｙ
゛
Ｉ

jｒ虎^吻

゛ 恥 傅

｜

讐

ﾌﾒ謳ごfJ
・齢ｓ

８
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|,ご･利･用していますか

町の福祉制度‥．

◆すこやか子育て支援制度◆ﾉ

／
／
／
／
／
／
．
’
．
　
．
’
‘
．
″

　
す
こ
や
か
子
育
て

　
　
　
　
　
　
支
援
金
制
度

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
、
少
子
化
時
代

に
お
け
る
子
育
て
を
行
う
両
親
へ
の
支

援
を
行
う
。

受
給
要
件

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
該
当
し
た
方
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

①
第
３
子
以
上
の
出
産
の
目
前
に
、
本

　
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

　
す
る
方

②
現
に
２
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て

　
い
る
こ
と
、
ま
た
は
、
２
人
以
上
の

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
事
実
状
態
に

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
第
３
子
以
上
を
出
産
し
、
か
つ
３
ヵ

　
月
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と

支
援
金
額

　
土
人
に
つ
き
　
１
０
０
。
０
０
０
円

申
請
手
続
方
法

　
該
当
す
る
方
は
、
出
産
の
日
か
ら
３

ヵ
月
経
道
後
に
町
民
生
部
福
祉
課
、
稲

葉
・
南
犬
飼
出
張
所
に
お
い
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
購
入
費
補
助

①
保
護
者
（
養
育
者
）
及
び
乳
幼
児
が

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
乳
幼
児
が
６
歳
未
満
の
方

③
安
全
基
準
に
適
合
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
方

補
助
額

　
購
入
額
（
消
費
税
を
含
む
）
の
Ｉ
／

２
　
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）
、
た
だ

し
、
１
台
に
つ
き
２
万
円
を
限
度
と
す

る
。
※
乳
幼
児
Ｉ
入
に
つ
き
１
台
に
限

る
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト

②
品
質
保
証
書
ま
た
は
取
扱
説
明
書

③
預
金
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

④
印
鑑

第
３
子
以
降
の

　
　
保
育
料
全
額
免
除

　
町
立
の
保
育
園
、
民
間
の
認
可
保
育

園
入
園
児
童
の
保
育
料
が
第
３
子
以
降

は
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
幼
稚
園
に
つ
い
て
も
同
様
の
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

昔
8
1
１
１
８
７
１
ま
で
）

　
放
課
後
児
童
健
全

　
　
　
　
　
　
　
　
育
成
事
業

　
保
護
者
等
の
不
在
な
ど
に
よ
り
、
下

校
後
、
保
護
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
町
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
の
健
全

な
育
成
を
図
る
た
め
、
児
童
と
保
護
者

で
組
織
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
が
基
本
的
習

慣
を
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
学
習

す
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
主
な
事
業

①
児
童
の
育
成
・
指
導

②
地
域
及
び
保
護
者
相
互
の
連
絡
・
提

　
携

③
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
定
期
的

　
な
運
営
委
員
会
の
開
催

児
童
ク
ラ
ブ
開
設
時
間
及
び
休
日

参
開
設
時
間

　
原
則
と
し
て
、
下
校
時
か
ら
午
後
５

時
3
0
分
（
但
し
、
学
校
休
業
中
は
、
午

前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
3
0
分
）

斗
休
日

　
日
曜
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始

対
象
児
童

　
町
内
の
小
学
校
に
在
籍
す
る
１
・
２
・

３
年
生
の
児
童
で
、
下
校
後
家
族
が
留

守
の
た
め
、
保
護
者
の
指
導
を
受
け
ら

れ
な
い
児
童

委
託
児
童
ク
ラ
ブ

①
ど
ん
ぐ
り
児
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
落
合
３
－
５
－
2
1

　
壬
生
東
小
学
校
内
音
卿
て
１
１
５
１

②
メ
リ
圭
フ
ン
ド
完
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
下
稲
葉
３
９
６

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
2
－
ｒ
Ｄ
（
リ
（
乙
１

③
壬
生
小
児
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
本
丸
２
－
1
0
ｊ
４

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
2
‐
６
２
１
２

④
森
の
子
児
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
２
－
１
２
－
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
6
１
２
７
８
０

｝
問
合
せ
先

町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
課

児
童
福
祉
係
音
8
1
－
１
８
３
１

※
写
真
は
［
と
お
り
ま
ち
保
育
園
］
提
供

９



農業委員は農家の代表者です

。づ………==回つつ)………=y……万こ………=･………

ノ　………　農地等の相談はお近くの農業委員へ

○優良農地の確保と有効利用を推進　＠
　　します

　農地の貸借・売買・農地の転用についての審査

をして、優良農地を守るため認定農業者等に利用

集積を推進しています。

＠

／
″
｜

地域の「世話役」、農家の相談相
手になります

　農地、税金、後継者問題などの相談に応じたり、

農業用免税軽油の交付申請のお手伝いをしたりし

ます。

　また、農業の持続的な発展と農村の振興を図る

ため、都市と農村の交流イベントに参画し、地域

住民と一体になって地域活性化を推進しています。

地域農業と優良農地の保全確保に　○

努めています

　無断転用の防止や遊休農地をなくし農地を守る

努力をしています。

土地利用の

８意形成。

昏絶
○
］
－

祚
酋

農業者年金の加入と受給手続きの

お手伝いをしています

　農業者年金の加入促進と円滑な経営移譲の指導

をしています。

佃

円滑な経営移譲の指導

雪

兪
素
養
員
数
踪
よ

｜　　　　｜　り

｜

二

10

Ｉ
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－
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－
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図
恥
胞
眉
蔓
－

　
　
　
憲
」
　
｀
一
旦
一
一
　
　
。
ｉ

壬
生
町
農
業
委
員
会
長

　
今
日
、
わ
が
国
は
、
国
・
地
方
の
厳

し
い
財
政
を
見
直
す
「
三
位
一
体
の
改

革
」
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
市
町
村
合
併

等
に
伴
い
、
国
、
地
方
に
お
い
て
の
制

度
や
施
策
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
農
政
に
お
い
て
も
、
経
営
安
定
対

策
や
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
ま
た
、

農
地
制
度
の
あ
り
方
な
ど
の
抜
本
的
な

改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
平
成
1
6
年
５
月
に
農
業
委
員
会
法

が
改
正
さ
れ
、
同
年
Ｈ
月
１
目
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
農
業
委
員
会
に
と
り
ま
し
て

も
、
今
回
の
改
正
を
踏
ま
え
て
新
し
い

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の

実
現
に
向
け
て
、
「
優
良
農
地
の
確
保

と
そ
の
有
効
利
用
」
及
び
「
担
い
手
の

確
保
、
育
成
」
と
い
う
重
要
な
課
題
へ

の
取
り
組
み
強
化
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
法
定
業
務
で
あ
り
ま
す
農
地
法
等
の

適
正
な
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

域
農
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
と
同
時
に
、

篠
原
富
太
郎

増
え
続
け
る
遊
休
、
荒
廃
農
地
の
対
策
、

認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
の
確
保
・
育

成
や
、
農
業
確
率
・
改
善
の
た
め
の
支

援
活
動
、
ア
グ
リ
体
験
学
習
、
食
農
教

育
、
都
市
と
農
村
の
交
流
の
推
進
等
地

域
農
業
の
振
興
、
及
び
新
た
な
時
代
に

対
応
す
る
情
報
活
動
の
強
化
に
も
努
め

て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
者
を
代
表
す
る
公
的
機
関
で
も

あ
り
ま
す
農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
、

農
村
地
域
の
声
を
政
策
に
反
映
す
べ
く
、

地
域
の
皆
様
と
の
「
架
け
橋
」
と
な
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
年
７
月
に
は
、
３
年
に
上
皮
の
農

業
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
今

後
肢
業
者
に
と
っ
て
益
々
厳
し
さ
の
増

す
中
で
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
多

様
な
人
材
と
、
行
動
力
の
あ
る
農
業
委

員
の
選
出
に
よ
り
、
［
活
動
す
る
農
業

委
員
会
］
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農業委員の指導で田植え体験をする羽生田小の子どもたち

　　　　　　　　　　　　　(写真は昨年のものです)

６月５日㈲　9:00～15 : 00　雨天決行

稲葉小学校

「いちご狩り」の受付後、いちご圃場に案内します。

現地「いちご圃場」までは徒歩（ストロベリー

ハイキング）となります。

Ｓ

６ ，

-

＠農業者の声を積み上げた意見を行

　　政に建議・要望します

催し物　①いちご狩り１人300円（小学生以上）

　　　　　②よさこいin Mibu・カラオケバンド演奏

　　　　　　バザー（稲葉小ＰＴＡ）・各種模擬店

　　　　　③苗木・有機質肥料等無料配布あり

稲葉小学校、稲葉地区公民館、ＪＡ稲葉支店

いなば花と緑の郷づくり協議会

　　　　　　　　　　市町村への要望奥

．

ｔ

『
都
市
と
農
村
の
交
流
』

　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
は
昨
年
の
も
の
で
す
）

いなば花と緑の郷づくり協議会

会長　伊藤　充哉　　　　昔82－5934

壬生町農業委員会事務局　昔8レ1874

　　　　　　　　万ぷ冷冷7

　　　　　　　　■　■1J

　　　　　　　　･■㎜■

　　　　　　　●●＼.j:.･u･

･.･.･･.･･.･|.･.･jj

゛駐車場

)主催者

==1問合せ先
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一

-

説
破
奢
泥
泥
朗
し
翁
し
よ
う
ｙ

存⑩食諭釦凶髄偕

街頭髄瘤敗報客舎実施
　春の交通安全運動が４月６日から15日までの10［］間、「二輪車の安全利用の推進」「シー

トベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底」「夕暮れから夜間の交通事故防止」を

運動の重点項目に掲げ実施されました。

　期間中、各交通関係団体が街頭広報など各種啓発活動を実施しました。

⑩
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」
・
「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
」

　
等
の
正
し
い
着
用
を
Ｐ
Ｒ

　
　
子
供
を
守
る
安
全
対
策

・
子
供
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
習
慣
を
つ
け

　
ま
し
ょ
う
。

・
子
供
は
最
後
に
乗
せ
、
最
初
に
降
ろ
し
ま

　
し
よ
う
。

・
子
供
を
乗
せ
た
ま
ま
、
自
転
車
か
ら
離
れ

　
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

回
幼
児
用
座
席
で
は
、

　
　
　
　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を

17環甲七戸kUﾋﾞﾐ゛y　　H゛jR]　蒜|

‾MRi｀ご……9誤賜11;宍懸j;§x情態Ｊ　ｊｌ

…………戸………i'Tijj1

゛-

?

肖j　ビ，ii

y¨崩Tly則ぐ…………jl｡｡..j

j　東i?,)い､~゛゜ﾚ白ﾀｸ。jl肖……1°゛'゛1ﾚ

　………回1,『9回

二
父
通
の
妨
げ
と
な
る
駅
前
の
放
置

　
自
転
車
の
撤
去

⑩
啓
発
物
品
を
配
布
し
て
交
通
安
全

　
を
呼
び
か
け
る
街
頭
広
報
活
動

反射材を着用するとｸｰﾝと目立ち安全でｔ
皿闘一71　　国一回国I

30m　50m 120m

1-運転者からは明るい色（白色や黄色）

　の服装で５０ｍ､黒っぽい服装で３０ｍ

　まで近付かなければ見えません。

2-反射材を付けていると１２０ｍ位離

　れていても見えます。

3一反射材は自らは光を出しませんが、

　当てられた光を光源に向けて反射さ

　せます。
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まちのわだい

,｡=,,乙=万

新規団員を迎え団員卸|練を実施

……………万==………,=:=こj万,･万=;i:i,i･:=i万|=:,ｴ==,i,=｡

　゛ｼ･･g･｡:｡･i゛･:･:･…………………　　　　　　　　壬生町消防団｀

　町消防団（鈴木正美団長・団員200名）では、４月３日、新規加入団員42名

を迎え、町総合運動場で団員訓練を実施しました。

　４月に新団長に就任した鈴木団長は、新規団員に「ボランティア活動である

消防団に入団いただき感謝いたします。消防団員としての基礎を学んでいただ

き、町民の生命・身体・財産を守る団員として頑張ってください｡」と激励し

ました。

　団員たちは常備消防（石橋地区消防組合壬生分署・安塚分遣所）の職員から、

礼式の基本動作や水防の訓練を、きびきびとした行動で受けていました。この

後、羽生田の黒川河川敷に移動して、放水訓練を行いました。

,づ中根幸男壬生町消防団長
多大な功績を残し退任………，

　36年の永きにわたり町消防防災に

多大な貢献をされてきました中根消

防団長が、３月31目をもって、退任

退団されました。

中根氏は、昭和44年に消防団に入j･

団以来、部長、副分団長、分団長、

副団長を歴任し、平成９年４月から

消防団長を勤めてこられました。

,鈴木正美氏（安塚）

壬生町消防団長に就任………゛゛

　壬生町消防団長に鈴木正美氏が、

４月玉目に就任しました。

　鈴木氏は、昭和48年に消防団に人

団され、部長、副分団長、分団長を

歴任し、平成５年４月より副団長を

勤めてこられました。「町民の生命・

身体・財産を守るために尽力いたしま

す｡」と決意を新たにしておられました。

｢みぶ蘭學人あらわる｣……=こ==……宍を｡発｡i!jl，

　　　　　　壬生町歴史民俗資料館･'゛"･i'･……

　この程、町歴史民俗資料館では、郷土の先覚者

の足跡をたどりながら、忘れられていた地域の歴

史的な事績をたどる「みぶ蘭學人あらわる」を発

刊しました。

　冊子は、「江戸時代の壬生」から始まり、蘭学

（西洋の学問）を積極的に導入した６代藩主鳥居

忠挙や壬生藩ではじめて人体解剖を行い、その記

録『解体正図』を残した蘭方医斎藤玄昌他が収録

されています。
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　また、壬生町の大通りが「蘭学通り」の愛称で親しまれていますが、なぜ蘭学通りなのかも説明されています。　こ

の他、蘭学通り周辺の史跡が写真入りで紹介されており、イラストマップで散策が楽しめる他、蘭学よもやま話では、

「太田胃散」でおなじみの胃腸薬を製造販売した壬生の藩士・太田信義他が記されており、肩の凝らない楽しめる一冊

です。一部200円で販売しています。

ｼ問い合わせ先　町歴史民俗資料館　昔82－8544
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父母会が運営する学童保育　　

…………….,.

71°･･゛･……………゛j.･゛7J7･ぢ･7i･..･「壬生小児童クラプ」がオープンに｀.･.:ﾀﾞ

　４月１日、父母が運営する学童保育「壬生小児童クラブ」が、本丸２

丁目地内に開設されました。

　町の学童保育は、私立保育園などに委託して行われていますが、当初、

私立保育園の学童保育を利用する予定でしたが、定員を超えて利用がで

きなくなったため、急速、父母会（山続飯止会長）を設立し、運営する

ことになりました。

　同クラブは、父母会等が中心となって、提供を受けた珠算塾の空き教

室を改造し、開設に至りました。

　現在、壬生小学校の１年生から３年生までの13名が入会し、常駐する

２名の指導員と勉強をしたり遊んだりして、放課後を過ごしています。

張る農業者を応援
…………i｀･新たに３名認定農業者に認定i.･･:･゛:･･.゜

前列左から清水町長、落合会長

広報公聴係昔81－1812

　【開設要項等】

平日：午後１時～同６時

学校休業中：午前８時～午後６時

定員:25人

入会金:3,000円

月会費:8,000円

保険料:2,000円（年額）

問合せ先：町福祉課　昔81－1831

　認定農業省制度に基づき、新たに３名の農業者が認定を受け、４月８日、

役場会議室において、認定書の授与式が行なわれました。

　認定農業者制度は、意欲的に農業に取り組む農業者が、経営規模の拡大

や、生産方式、経営管理の合理化、休［|制や給料制の導入など、経営目標

を作成した「農業改善計画」を認定する制度です。

　認定を受けると、農地取得や機械・施設などの取得資金が低利で融資が

受けられたり、税制の特例、経営相談や各種研修などが受けられます。

今回認定を受けた方々（敬称略）（）内は目標とする営農類型

田村好一　鹿島（胤米麦）　須藤重雄　上坪（米麦、露地野菜）

川場光夫　下町（薙、水稲）

ぃ北小林の天棚収蔵庫完成を祝う
文化財保護にも二役゛j゛j･

　五穀豊穣を祈って行われる「天祭」で、まつりの会場中央に置かれる天領を収める収蔵

庫が、この程、北小林の小林寺境内に完成しました。

　完成を祝って、４月10［］、地元関係者を始め地域の人たちが大勢集まる中、収蔵庫の前

に火桶が設置され、天祭が開催されました。

　天領は、幅、奥行きが2.7メートル、高さ4.5メートルの２階造りで、平成15年に町有形

民俗文化財に指定されました。

　これまでは、天祭の都度、組み立てていましたが、幅、奥行きが7.3メートル、高さ9.8

メートルの収蔵庫の完成により、解体しないでそのまま保管でき、組み立てや解体の手間

が省けるとともに貴重な文化財の保護にもつながります。

全マスコットを寄贈

天棚と収蔵庫

　４月25日、壬生町女性ドライバークラブ（会長梁島ケイ子）から教育長に交

通安全マスコットが贈られました。

　マスコットは反射材で作られているもので、交通安全運動事業の一環として、小学

生の薄暮時における安全確保のために利用してもらおうと、390個が寄贈されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ
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笹生寺で
　　「壬生円仁大師まつり」開催

　４月10出壬生寺において、壬生円仁大師まつりが開催されました。

　このまつりは、昨年、慈覚大師円仁の生誕1､210年を祝い10年ぶり

に行われ、今年も昨年に引き続き行われたものです。

　蘭学通りの松本内科から壬生寺まで子どもお練り行道が行われた後、

境内において円仁太鼓の演奏、よさこい等に続き、火渡の儀が行われ

ました。

　大池の儀では、山伏に続き、事前に申込をしたみなさんが、願い事

をしながら大の上を渡りました。

広報公聴係昔81－1812

組合員が美化活動を実施　　　　、、

壬生町たばこ販売組合…………

　壬生町たばこ販売組合（松本光雄組合長）では、地域の環境美化を推

進しようと、４月21日、環境美化活動を実施しました。

　この日は、組合員21名が参加して、おもちゃのまち駅東西の駅前広場

で、午前10時から約１時間、落ち葉やゴミなどの清掃を行いました。

　同組合は、毎年、美化活動を実施しています。今年は、町内にある４

つの駅前清掃の実施を決め、２月には安塚駅前で清掃を実施しました。

今後、国筰駅前は６月に壬生駅前は秋に実施を予定しているそうです。

｡｡｡｡世界の子どもたちが描いた「こいのぼり」泳ぐっ

（･｡･（ﾀﾞ　　　　　　　　おもちや博物館

　４月16［ﾖから６月19目まで、おもちや博物館内において、世界の子ど

もたちが描いたこいのぼりが展示されています。

　こいのぼりは、財団法人フォスタープラン協会の協力を得て展示して

いるもので、片面には「現実の村（町）」が、もう片面には「理想の村

（町）」が描いてあります。

　子どもから見た自分の国の様子や、理想とする姿を見ることができます。

　また、５月中句からは、発展途上国のおもちや展も併せて開催されま

す。興味をお持ちの方は、ぜひご覧ください。
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､づ地域の活性化、楽しいまちづくりをめざす

　　第８回睦っ子の森フェスティバル

　４月17日、睦っ子の森、授産施設むつみの森、ドリームキッズを会場に

第８回睦っ子の森フェスティバル（実行委員長玉田秀夫）が開催されました。

　睦っ子の森では、ボランティア団体による多くの模擬店や、バンド演奏、

お囃子演奏、苗木の無料配布、お宝まき等が行われました。

　また、授産施設むつみの森、ドリームキッズでは、駐車場において消防

車展示・放水体験コーナー、福祉車両展示コーナー、ラジコン飛行機展示

コーナーが設けられたほか、むつみの森、せせらぎ学回の自主生産品の販

売や、電子ピアノの演奏会、ビデオの上映会なども行われました。

　数多くの催しに、会場は多くの人で賑わいました。

一

-
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石

?.

山

………………

博さん

゛｀¨j｀.･゛･.゜:゛･(･幸町二丁目)

おもちや博物館に

広報公聴係昔81－1812

思い出の記録ビデオを'｀.･ 寄 贈.'jlgl°｡l･.5'.j

　この程、幸町二丁目にお住まいの石山博さんは、おもちゃ博物館に

「思い出の記録　ワタシたちのお城ができます」と題したビデオを寄贈

されました。

　石山さんは、ビデオを撮影するのが趣味で、これまでに色々な行事や

出来事などを撮ってこられたそうです。今回、おもちゃ博物館が開館10

年を迎えるのを機会にみなさんに見ていただこうと、これまでに撮影

したビデオを編集したそうです。

　ビデオは、平成５年４月から平成１６年４月までに撮影したものを約

45分間にまとめ、おもちゃ博物館や総合公園、おもちゃのまち駅駐輪場

の工事着工から完成、オープニングの様子など、懐かしい映像が記録さ

れています。

　また、平成７年４月２日の映像には、トラクターで博物館前の畑を耕

す様子や、平成７年４月６田こは、心ないヒトに盗まれて今は見ること

ができない、おもちゃのまち駅東口広場に設置されていた、マスコット

人形の姿等も記録されています。

　ビデオは、おもちゃ博物館で見ることができます。また、町図書館に

も貸し出しビデオが設置されていますので、是非ご覧ください。

｡｡奉納剣道大会

を開催

結　果

４年生以下の部

　優　勝　入江悠人（４年）

　準優勝　大牧賢也（３年）

　第３位　佐藤　匠（４年）

　　77　　　松井美由紀（４年）

　　思い哨の記録
　　-

　ワタシたちの

４お城ができます４
-一一
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会場のゴミ拾いに参加されたみなさん……
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　４月３日、壬生町慰霊碑管理委員会（三上義市会長）主催の壬生町

戦役者等合同慰霊祭が、約120名が出席して行われました。

　慰霊祭は、先の大戦・災害で犠牲となられた800今枝の英霊に対し、

三上会長が祭文を奏上し、続いて清水英世町長を始め来賓の方々によ

る追悼の辞、奏吟、参列者全員による献花が行われました。

　町内の剣道教室（壬生町少年剣道教室、おもちゃのまち剣

道教室、三修会壬生北剣道教室）による奉納試合が行われ、

熱戦が繰り広げられました。

５・６年生の部

優　勝　手塚健太（６年）

準優勝　柏寄翔平（５年）

第３位山贈玉（６年）

　7/　　　粂川直輝（６年）

　また、子どもたちは、奉納試合終了後、しののめ花まつり

会場に移動し、毎年行っているゴミ拾いをしました。
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壬生町教育委員会

心

ヽ 一

　平成ワ年度も、４月１日の時点で約250名の万が子ども支援ボランティアにご登録して下さいました。ここに厚＜

御礼申し上げます。

　子ども達の思いやりや行動力、協調性、前向きに生きてい＜力などの心の豊かさは、家族や同じ地域で暮らす多＜

の人だちとふれあいながら得られるものだと考えられます。それによリ大人達も交流を深めることができ、人を育む

地域の再白こも結びつきます。皆さんも子ども支援ボランティアとして、様々な活動に参加しませんか。

⑩自分のできることを、子ども達のために生かしたい…

　今年の２月に全戸配布させて頂いた「平成□年度子ども支援ボランティア募集」には、町内容小中学校の先生方か

ら寄せられた要望が漏れな＜載っています。ぜひ、学校での教育活動をご支援下さい。

一　受験生を応援したい…

　高校入試を控えた中学３年生の学習支援を計画中です。放課後の教室を使って、10月頃から始めたいと考えていま

す。ぜひ、生徒達の自主学習を支援して下さい。

ぢ゛ﾀﾞｨ可の特技もないけれど、子ども達の安全のために活動したい…

　子ども達の安全支援を計画しています。散歩をしながら子どもたちに声をかけて頂いたり、何か気付いたことを学

校等にお知らせ頂＜というものです。容学校20名程度の方に登録して頂き、安全支援ボランティアとして子ども達を

見守って欲しいと考えています。

上記のようなボランティア活動に関心のある方や団体は、教育委員会生涯学習課まで御連絡下さい。

　　番TEL : 81－1873

　　砕FAX : 82－0935

　　･==i='･=j･メール:kyoiku@town.mibu.tochigi.jp

　　　　4£44　　　　izJs-.　　　　　.･嚇や一挙･轜一一だ４り
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義
経
が

奥
州
に
逃
げ
延
び
る
際
に
お
供
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
稲
葉
の
地
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
村
人
た
ち

に
よ
り
、
吉
次
の
お
墓
を
つ
く
り
吉
次

の
守
護
仏
に
し
て
い
た
金
比
羅
山
と
観

音
様
を
祀
っ
た
お
堂
が
建
て
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
松
尾
芭
蕉
と
と
も
に
『
奥
の

細
道
』
を
行
脚
し
た
曽
良
（
ソ
ラ
）
の

「
随
行
日
記
」
に
「
壬
生
ヨ
リ
植
木
ヘ

ニ
里
ミ
フ
ヨ
リ
半
道
ハ
カ
リ
行
テ
吉
次

力
塚
右
ノ
方
二
十
間
ハ
カ
リ
畠
中
二
有

リ
」
と
記
述
さ
れ
江
戸
時
代
初
期
に
は

「
吉
次
の
墓
」
が
建
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
な
お
、
吉
次
の
墓
は
県
内
に
千
生
を

含
め
三
ヵ
所
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
足
利

市
久
保
田
町
に
「
吉
次
塚
」
（
墓
で
は

な
く
、
軍
用
金
を
埋
蔵
し
た
地
？
）
、

次
回
は
、
吉
次
に
恋
慕
し
た
少
納
言
高

尾
を
祀
る
「
高
尾
神
社
」
で
す
。
お
楽

し
み
に
Ｍ

問
い
合
わ
せ
／
資
料
館
音
8
2
－
８
５
４
４

　
　
　
道
３
５
２
号
線
上
稲
葉
地
内
。
道

（

路
丿

側
の
コ
ン
ビ
ニ
に
隣
接
す
る
赤
い

　
屋
根
の
小
さ
な
祠
。

心

至鹿沼市 ●高尾神社

地蔵橋

鯛

　
『
義
経
伝
説
』
②

金
売
り
吉
次
の
墓

シ
リ
ー
ズ
ー

も
う
一
つ
は
鹿
沼
市
樅
山
駅
前
に
「
吉

次
の
墓
（
五
輪
塔
）
」
が
建
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
れ
で
は
場
所
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。



Ｘ-／

大場　彩芽ちゃんご兄弟（下馬木）

廣潭　育実ちゃんご兄弟（上田）

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育
て

支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
請
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
（
�
8
1
－
１
８
３
１
）
へ

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

壬
生
町
歌
謡
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
２
万
４
千
７
７
２
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑩
　
　
３
千
円

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円

テ
ッ
ト
マ
ー
ト
お
客
様
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
千
６
８
０
円

藤
の
友
歌
謡
教
室
・
小
山
歌
謡
教
室
様

②
　
　
　
　
　
　
１
万
２
千
４
９
４
円

伏
木
美
佐
恵
様
⑤
　
　
　
　
　
５
万
円

お詫びと訂正

言
墨
客
唇
膏
雨
蘆
Ｔ
ｙ
ｔ
二
回
’
埃
胞
斑
心
‐
‐
‐

合
・

1
1
;
i

!
1
:
i
　
s
l
l
l
l
l
j

　
　
。
・
’
・
・
’
　
　
、
・
・
Ξ
”
　

-

　広報壬生４月号10頁、「ご存知ですか行政

相談委員」の記事の中で、行政相談委員　渡

漫容子さんの電話番号が、82－0259とあり

ましたが、正しくは［82－6613］です。お詫

びして訂正いたします。

　　　●
　　　町　　　県

納　尽
期一税
柚

八
月翌

30玉目控

６

月
の
納
税
等

盛冒皿ユンディ･ﾘ糠レ霊鐘》建水』
!ピアノリ螢ｲﾀﾙ

　　り　　

１０月８日(土)

　y/･　　　　　　
午後６時30分開演

　　　　　　全指定席　5､000円

j'｀　　　　　　　　。'　●6月16日(木)入場券発売

奮

会　　場　壬生中央公民館大ホール(城址公園ホール)

※入場券は、壬生中央公民館、稲葉･南犬飼出張所、

　(財)町施設振興公社で取り扱っています。

間合せ先　壬生中央公民館言82－0108

　　　(月曜日､火曜日の午後､祝祭日は休館です｡)

　･･････････　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･･一一一一一一

ｅ
壬生北小

　　田中

ふ
ノゝ

年

森

―
英
里

　１年

琴美

｢かいてんじやんぐるあそび｣

　　　　　　　　　　壬生北小　６年

　　　　　　　　　　　　森田英里

凪100古紙配合率100%再生紙を使用しています
18
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